
評価点
（満点） 倍率 点数

① 5 4 20

② 5 2 10

③ 5 4 20

④ 5 2 10

2 省 エ ネ ル ギ ー ① 5 4 20

3 地 産 地 消 ① 5 4 20

① 5 2 10

② 5 2 10

③ 5 2 10

5 費 用 概 算 ① － 1
左記
算出

6 独 自 案 ① 5 4 20

150+5①

［審査方法］ ［評価基準（５段階）］

① 委員は、各項目について審査を行い、５段階の評価基準により評価する。  ５　標準より非常に優れた提案

② 全ての委員の点数を合計する。  ４　標準より優れた提案

③ 審査の得点が最も高い提案を受注候補者として選定する。ただし、同点の場合は審査委員会で協議を行い、  ３　標準的な提案

審査委員長が最も優れた提案を受注候補者として決定する。  ２　標準よりもやや劣る提案

④ 提案者が１者の場合、審査委員会において業務の円滑な遂行が可能であると判断した場合には、受注候補者として決定する。  １　標準より劣る提案

1 照 明 プ ラ ン

地震等による転倒防止対策に配慮した支柱下部の施工方法の提案がなされているか。

企画提案競技審査基準書

合計

項目 評価のポイント

支柱本数及び建設位置、点消灯の方法、メンテナンス性、長寿命化等に配慮した提案となっているか。

照明設備の省エネルギー性、ランニングコスト低減等に配慮した提案となっているか。
提案の評価基準：ランニングコストを下記の条件で算出し提案すること。
　　　　　　　（点灯時間　３時間／日、年間使用日数　１５０日、電気料金単価　１０円／ｋｗｈ）

積算の妥当性及び経費節減に配慮した提案がなされているか。
提案の評価基準：下記により算出された数値をこの項目の点数とする。
　　　　　　　（１－見積金額／委託上限額）×１００

地場の資材の採用を積極的に検討した計画となっているか。

本事業の特性等を把握し、事業者独自の視点による独創性、独自性、創意工夫のある提案となっているか。

必要な技術者、担当者等が配備され、事業期間を通して、本事業を円滑に実施する事業実施体制が構築されているか。また、事業
を統括する責任者が明確で、事業実施体制が適切であるか。

照明性能（光色、演色性、照度、範囲、寿命等）、品質保証（国内メーカー保証）、悪天候対策（暴風・塩害・虫等）に配慮した
提案がなされているか。

平均照度・照度均斉度及び照度分布、視認性（グレア・ちらつき対策）等に配慮した提案がなされているか。

計画的で無理のない工程が示され、期日内に事業を完了できることが確実であるか。4
事業の実施体制
・ 実 施 計 画

既存施設への養生対策について、具体的な提案がなされているか。
また、仮設計画において、施工期間中の施設利用者の安全性を考慮した提案となっているか。


